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神殿 に参入 しな さい

大曹長

エズラ 兜タフト ・ベンソン

みや い

御
父の宮居 は 「秩序の家」(教 義 と聖約88：119)で す。私たちはこの

　 く ら い

秩序 ある神権の位(教 義 と聖約131：2参 照)に 入るために神の宮居

に参入します汎 忠実であれば，それによって御父の持てるすべてが与 え

られます。・(教義 と聖約84：38参 照)な ぜなら，主が近代の啓示の中で示さ

れたように，アブラハムの子孫 は神権の 「正当なる世つぎ」だか らです。

(教義 と聖約86：8-11。84：33-34参 照)

神殿 に参入 して主の宮居にかかわる儀式を受けると，次のような確かな

祝福が与 えられます。

●エライジャのみたまを受 け，それによって自分の伴侶，子供たち，先祖

に心が向 くようにな ります。

●以前 にも増 して，家族への愛が深 まります。

●心が先祖に向き，先祖 の心 も私たちに向 きます。

●主が約束されたように，「い と高 きところより」力を授か ります。(教 義

と聖約105：11参 照)
かぎ

● 「神の知識の鍵」を授か り， どうすれば御父に似た者 となれるかを理解
ち か ら

す るようにな ります。 また 「神の能力」が示 され ます。(教 義 と聖約

84：19-20参 照)

●幕のかなたへ去った人々のために大いなる働 きができます。 この働 きの

ために，彼 らは 「肉においては人間として裁 きを受 けるが，霊において
あがな

は神に従って生きるようになる」(死 者の蹟 いに関する示現1：34)こ と

ができます。

これらは神殿が与えて くれ る祝福であ り，頻繁に参入するときに得 られ

る祝福です。

神の祝福があ り，神殿 に参入するときにどれほ ど大 きな祝福が得 られる

かを自分の子供や孫たちに教えられるよう願ってい ます。また，神殿に参

入 して私たちに備 えられているすべての祝福を享受 し，召しと選び とを確

かなものとするために(IIペ テロ1：10参 照)， 予言者エライジャによって

もた らされた祝福 をすべて得 られるように願ってい ます。

これ らの教えが真実であることを私は心か ら証 します。 どうか，アブラ

ハム，イサク，ヤコブの神が，天父の宮居で得 られる先祖 のすべての祝福

を得 たいとい う強い願いを，現代のイスラエルの心に満たして くださるよ

うにお祈 りいたします。□
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大管長会メッセージ

なぜ神殿 を

第一副管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

人生 につ いての疑問 に不変の答えを与 えて くれる場所 は，

この世 にわずか しかあ りません。

かに自分 自身を見つめ直す とき，私たちは人生の厳粛な神秘 に思いを

静 はせずにはいられませ鵡
皆 こう自問するのです。「私はどこか ら来 たのだろうか。なぜ ここ

にいるのだろうか。 これからどこに行 こうとしているのだろうか。私 を創造 さ

れた方 と私 はどのようなつなが りがあるのだろうか。死によって大切 な人々と

のつなが りも絶えてしまうのだ ろうか。妻 と子供たちはどうなるのだろうか。

この世の生涯を終 えた後 も，別の世があるのだろうか。 もしそうだ としたら，

そこで また親 しい人々 と会えるのだろうか。」

これ らの質問に対す る答えは，人の知恵で得 られるものではあ りません。啓

示された神のみ言葉の中で しか得 られないのです。末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会の神殿 は， これ らの疑問 をはじめとする，永遠にかかわる疑問に答 えを与

みや い

えて くれる神聖な建物です。 どの神殿 も主の宮居 として， この世 の事柄から隔

たった，神聖で平安な場所 として奉献 されています。そこでは真理が教 えられ，

永遠の事柄についての知識を与 える儀式が執行 され ます。神殿 に参入する人々

は， これ らの儀式を通 して，神 の子供 としての神聖な受け継 ぎを理解 し，永遠

の存在 として内に秘めた可能性 を認識 します。そしてそれ を常に心に留めて生

きてい こうと決心するのです。
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創造の部屋(カ リフォルニア州，ロサンゼルス神殿) 園の部屋(ア イダホ州，アイダホフォールズ神殿)

これらの建物は，世界中に建てられている教会の一般

の礼拝堂 とは違い，目的 と機能においてどんな宗教的建

造物 とも異なった特徴があ ります。独特なのは，建物の

大 きさでも美 しさで もあ りません。建物の中で行なわれ

ているみ業なのです。

一般の礼拝堂 とは区別 して，特定の建物 を特定の儀式

のために設けることは， 目新 しい ことではありません。

それは古代イスラエルでも行なわれていました。イスラ

エルの民はいつもは会堂で礼拝 していましたが，さらに

神聖な場所 として，至聖所を備 えた幕屋 を最初に荒野で

造 り，次いでい くつかの神殿を建て ました。その中では

特別 な儀式が行 なわれ，特定の資格を備 えた者だけがそ

の儀式に参加できました5

それは現在 も同 じです。末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会では，神殿を奉献する前に一般公開し，内部を見学する

機会を提供 しています。しかし神殿 は，いったん奉献 さ

れると主の家 となり，非常に神聖なためにふさわしい教

会員しか入ることのできない場所 となります。それは，秘

密にしてお くためではな く，極めて神聖だからなのです。

神の家族

私たちはこの建物 の中で行 なわれる儀式 を通して，神

の子供であ り被造物である人間に対する神の永遠のみこ

ころを知ることができます。そのほ とんどは，私たちが

属する神の永遠の家族 と地上の家族 に関することであり，

結婚の誓約 と家族関係 の神聖さや永続性に関することで

す。

神殿 の儀式により，地上 に生を受 けるあらゆる人間が

神の子供であ り，神が有 してお られる特質の幾分かを授

けられているともはっきり教えられます。 このような基

礎的，根本的な教 えを繰 り返す ことで，儀式を受 ける者

は有益な影響を受 けます。参入者 は，美 しく心に残 る言

葉で語 られる教えを耳にし，全人類 は天父の子供であり，

天父の家族 に属する兄弟姉妹であることを理解するので

すQ

律法学者が 「すべてのいましめの中で， どれが第一の

ものですか」 と尋ねたときに，救い主はこう答 えられ ま

した。「『心をつ くし，精神をつ くし，思いをつ くし，力

をつ くして，主なるあなたの神 を愛せ よ。』第二はこれ

である， 『自分 を愛 す るようにあなたの隣 り人 を愛 せ

よ。』」(マ ルコ12：28，30-31)

近代の神殿の中で示 される教 えは， この一番根本的な

人 の義務，すなわち創造主 と同胞 とに対する義務 に重点

が置かれています。そして数々の神聖な儀式 は，神の家
こうまい

族 というこの高遭 な思想 を詳 しく説明したものなのです。

また死すべ き体 とは対照的に，私たちの内なる霊が永遠

であることも教 えられます。 さらに，これ らの儀式によ
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「

撃

現世の部屋(ユ タ州，マンタイ神殿) 日の光栄の部屋(ユ タ州，マンタイ神殿)

って大いなる真理を理解できるだけでな く，神を愛 し，

天父の子供たちになお一層隣人愛を示そうとい う思いに

満たされ るのです。

人 は神の子供であるという前提に立つ と，人生には神

聖な目的があることを理解できるようにな ります。主の

宮居では， そのことについても啓示 された真理が教 えら

れています。 この世での生活は，永遠 の旅の一過程です。

私たちは地上 に来 る前に神の霊の子供 として生活 してい

ました。聖典 はそれを証 しています。エレミヤに対する

主のみ言葉を見てみ ましょう。「わたしはあなたをまだ
たい

母の胎につ くらないさきに，あなたを知 り，あなたがま

だ生れないさきに，あなたを聖別 し，あなたを立てて万
よ げんしや

国の預言者 とした。」(エ レ ミヤ1：5)

私たちはこの世の両親の子供 として， また家族の一員

として生を受けます。両親 は，神の子供たちに関する天

父の永遠のみこころを成就するため，神 と協力 して働 き

ます。だからこそ家族 は， この世 にあっても永遠 にあっ

ても最 も重要かつ神聖な制度なのです。

家族 を永遠の ものとする

神殿で行なわれ ることの大半は，家族に関係 していま

す。私たちはこの世 に生 まれる以前 に神の子供 として存

在 していました。ち ょうどそれ と同じように，私たちは

死後 も生 き続けます。私たちにはこの世で大切 にしてい

る満 ち足 りた人間関係があ りますが，その中で も最 も意

義深 く美 しいものは家族の中に存在 します。 このきずな

は次 の世でも断ち切 られ ることはあ りません。 このよう

な事実を認識することは，神殿 の儀式の目的を理解する

根本 となります。

主の宮居 に来て祝福 にあずかる夫婦は， この世だけで

な く永遠に結ばれ ます。国の法律によって死がふた りを

分かつまで結ばれるばか りか，地上で結ばれたものが，

神の永遠の神権を通 して天で も共に結ばれるのです。こ

うして結婚 した夫婦 は，その祝福 を受けるにふさわしい

生活 をす るならば，自分たちの関係や子供たちとの関係

が死 によって終わらず，永遠に続 くという確信を神か ら

与 えられ ます。

女性を心か ら愛 した男性，あるいは男性 を心から愛し

た女性で，ふたりの愛が死後 も続 くことを願わない人が

いるで しょうか。子供を亡 くした両親で，次の世で再び

我が子を腕 に抱 く日を願わない人がいるでしょうか。人

間の最 も貴重な属性 は愛であり，それは家族関係の中に

最 もよく表われ ます。永遠の生命 を信 じていながら，天

にお られる神が息子，娘 に対 して， この愛 を示 して くだ

さらないのではと思う人がいるでしょうか。そのような

人 はいないはずです。私たちの理性が家族 のきずなは死

後 も続 くことを悟 らせて くれるからです。人の魂がそう
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左一一竃教師は，神殿に参入するために自らを備えるよ

う世界中の人々に説ぎ勧めている。

右 ソルトレーク神殿の結び固めの部屋。このステン

ドグラスには，復活したモロナイが予冒者ジョセフ ・ス

ミスにモルモン経の金版を授けている場面が描かれてい

る。

PHOTOGRAPHBYBRENTPETERSEN

願 っているからです。そして神 はその実現の方法を啓示

して くださいました。主の家での神聖な儀式 こそがそれ

なのです。

万人に備えられた機会

七か し，もしこれらの儀式の祝福が，現在末日聖徒イ

エス ・キリス ト教会の会員 となっている人だけに限られ

るとしたら， どれもみな不条理なことに思われるでしょ

う。 しかし実際は，神殿に来て恵みにあずかる機会 は，

これから先福音を受け入れ，バプテスマを受 けて教会に

入るすべての人に開かれています。そのため，教会 は世

界中に大規模な伝道計画 を推進 し，可能な限 りこの計画

を広 げようと努 めてい ます。神 よりの啓示の下，「あ ら
くにたみ

ゆる国民，あらゆる血族，あらゆる国語の民，あらゆる

世の人々」(教 義 と聖約77：8)に 福音 を伝 えることは，

教会の責任だからです。

しかし，かつて地上 に生を受 けなが ら福音を聞 く機会

のなかった人々が無数 にいます。彼 らは，主の神殿で得

られる祝福を受けられないのでしょうか。

この世を去 った人々は，代理 を務める生者を通して，

まったく同じ儀式を受 けることがで きます。死者のため

に地上で行なわれ るバ プテスマ，結婚，家族の結び固め

などの儀式 を，受 け入れるのも拒むのも，霊界 にいる当

人 たちの自由です。主のみ業に強制はな く，あるのは機

会 なのです。

この代理の仕事 は，死者に対する生者 のたぐいない愛

の仕事です。そのためには，すでに世 を去った人々を見

いだし，その身元を明らかにする大がか りな家族歴史の

探求が必要です。その探求を援助するために，教会 は家

族歴史プログラムを作 り，世界 に類を見 ない探求のため

の設備 を整えています。家族歴史の記録保管庫 は一般公

開され，教会員ではない人々の先祖探求にも役立ってき

ました。 このプログラムは全世界の系図学者か ら称賛 を

受け，歴史記録 を保護する手段 として各国で利用 されて

います。 しかしその本来の目的は，先祖の身元を明 らか

にする資料 を教会員に提供 して， 自分たちが享受 してい

る祝福 を，亡 くなった先祖に もたらす ことにあります。

教会員 はこのように考 えてい ます。「自分が妻子 を愛 し
そう

て永遠に一緒にいたい と思うなら，亡 くなった祖父や曾

祖父，そしてほかの先祖たち も，同じ永遠の祝福 を受け

る機会があってもよいのではないか」 と。

聖なる宮居，約束の場所

このようにこれらの神聖な建物 は，膨大な働 きの場で
けいけん

あ り，同時にそれは静かに敬度 に推進 されています。そ

れは黙示者 ヨハネの記録 した質問 と返答のあの示現を思
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い 出 させ て くれ ます 。 「『この 白い 衣 を身 に ま とっ て い る

人 々 は， だ れ か 。 ま た ， ど こ か ら き た の か 。』 … … 『彼
かんなん

らは大 きな患難 をとおってきた人たちであって，その衣

を小羊の血で洗い，それを白 くしたのである。それだか

ら彼 らは，神の御座の前にお り，昼 も夜 もその聖所で神

に仕 えているのである。』」(黙 示7：13-15)

この聖なる宮居に来 る人々は，中に入 ると白い衣を身

にまといます。彼 らは皆，地元の教会指導者からふさわ

しさを認 められ，推薦 を受けてやって来 ます。彼 らは清

い心 と清い体を持ち，清い衣を着 けて神の神殿 に入るよ

う求められるのです。中に入るときは，俗事を後 にして，

神につける事柄に集中 しな くてはな りません。

この礼拝(も しもそのように呼べるとしたら)に は報い

が伴います。 この緊迫 した時代に，世を離れて主の宮居

に入 り，そこで静かに神にかかわる永遠の事柄に思いを

はせたいと思わない人がいるで しょうか。 この神聖な場

所では，ほかのどこか らも得 られない機会が与 えられま

す。そこでは，人生で本当に大切な事柄，すなわち神 と

私たちとの関係や，前世か らこの世に続 き， さらに再び

人々 と会える将来へ と続 く私たちの永遠の旅 について知

り，思いを巡 らす ことがで きます。私たちは愛する人々

や，自分に肉体や精神，霊 という受け継 ぎをもた らして

くれた遠い先祖 たちとも再び会 うことがで きるのです。

確かに神殿 は，あらゆる建物の中にあって異彩 を放っ

ています。それは神殿が教えの家であ り，誓約 と約束の

場所だか らです。私たちは聖壇で創 り主なる神のみ前に

ひざまずき，永遠 の祝福 を約束 されます。その神聖な約
あがな

束 を受 け なが ら，瞭 い主 ， 救 い 主 な る御 子 イ エ ス ・キ リ

ス ト.を思 い ， 主 と交 わ る の で す 。 主 は私 た ち 一 人 一 人 の

た め に 身代 わ りの犠 牲 とな っ て くだ さ い ま し た。 死 者 は，

自分 自身のために働 くことがで きません。私たちは神殿

で彼 らのために，利己心を捨てて奉仕するのです。 こう

して，私たちは神の真の神権の力を通して，最 も神聖な

人間関係で結ばれます。夫 と妻，親 と子，家族 として時

も死 も越 えたきずなによって結 ばれるのです。

この神聖な建物 は，末日聖徒が迫害 によって容赦な く

住む場所 を転々 と追われたあの暗黒の時代にも，建てら

れました。窮乏の時代に も繁栄の時代 にも建造 され，守

られてきました。 これ らの神殿 は，大勢の人々の力強い

信仰の所産です。彼 らは，生ける神 と復活された主，そ

して予言者 と神 よりの啓示に対 して証 を持ち，主の宮居

でのみ得 られる永遠の祝福か らもたらされる平安 と確信

への証を持った人々なのです。□

ホ ー ム テ ィー チ ャー へ の 提 案

1.神 殿では，ほかのどこか らも得 られない機会が与

えられます。そ こでは，人生で本当に大切な事柄，.す な

わち神 と私たち との関係や，前世からこの世 に続 き，さ

らに将来へ と続いている私たちの永遠 の旅について知 り，

思いを巡 らすことができます。

2.神 殿で結婚 した夫婦は，その祝福 を受 けるにふさ

わしい生活をするならば，夫婦の関係や子供たち との関

係が死によって終わ らず，永遠 に続 くという確信 を神か

ら与えられます。

3.こ の世を去 った人々は，代理を務める生者 を通 じ

て，神殿の儀式を受けることができます。死者のために

地上で執行 される儀式を受 けるのも拒むのも，霊界にい

る当人たちの自由です。
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死者のための

神聖なバプテスマの儀式は，

主の宮居で行なわれる。

左 カナダ，アルバータ神殿の

バプテスマの部屋。

神聖な事柄 ふさわしさとは

聖典を注意深 く読むならば，主は必ずしもすべての人

にすべての事柄 を示 してお られるのではないことがわか

ります。聖い事柄 について知 るには，それなりに必要欠

くべからぎる資格 を備えていなければな りません。神殿

の儀式は，そのような資格 を持つ人々の間でのみ執 り行

なわれ る儀式なのです。

私たちは神殿の儀式について，神殿外では話 しません。

そう言います と，神殿の儀式に関する事柄はその恩恵 に

浴するに足る選ばれた少数の人々のみが学び得 るもので

あって，そのほかの人々は決 して学ぶことができないと

思われがちですが，実際はまった くその逆です。私たち

はだれもが神殿へ行 く資格 を持ち，神殿 に入 る準備をす

るようにと，多大な努力 を傾けているのです。神殿に参

入 した人 は，物事 のひとつの理想 の姿 を学んでいます。

いつの日か，生 ける者 も死せ る者 も福音 を聞 き，神殿で

行 なわれていることを受け入れるか拒むかの機会を得 ま

す。 もしこの機会 を失 う人がいるとするならば，それは

その人 自らが拒むか らです。

神殿で行 なわれる儀式 は，単純明快な ものです。 また，

美しく，神聖なものです。そして，準備 のできていない

人々に施す ことがないように隠されています。神殿に参

入するための準備 とは，好奇心 を持つことでもなければ，

深い興味を抱 くことでもありません。そのような ことで

はなく，信仰を持 ち，悔い改め，バプテスマを受け，確

認 を受 け，ふさわしい生活をし，主の宮居に招かれ る客

にふさわしく成熟 し，尊厳を備 えるという基本的なステ

ップを踏む ことなのです。

あらゆる面でふさわしく， また資格 を持った人であれ

ばだれでも神殿 に入ることができ，神聖な儀式 を受ける

ことができます。

私たちはひとたび神殿 の祝福の価値や神殿で執 り行な

われ る儀式の神聖さを肌で感 じると，聖なる神殿に入 る

ために主がなぜ高い標準 を定めた もうたか ということに

ついて疑 いを抱 くことがな くな ります。

神殿 に入るためには，有効な推薦状 を持っていなけれ

ばなりません。また， その推薦状には教会の適切な指導

者の署名がなければな りません。ふ さわ しい人のみ，神

殿 に入 ることがで きるのです。監督 または支部長には，

その人がふさわしいか否か質問する責任があ ります。 こ

の面接 はとても大切です。なぜなら， それは聖任された
しもべ

主の僕 と共に皆 さんの人生の行程について考 える機会だ

か らです。皆 さんの人生の行程 に何か間違ったことがあ

れば，監督はそれを正す手助 けをして くれるでしょう。

こうして皆さんはイスラエルの共通の判士の助言を受け，

自らの信ずるところを話し，主の承認 を得て神殿に参入

するためにふさわ しい状態になれるよう助けを受けるこ

とができるのです。 ←

神殿推薦状発行のための面接は，監督 と推薦状交付 を

希望する会員だけで行なわれます。 この面接の折に，会

員は自らの品行やふ さわしさ，そして教会 と教会の役員

に対する忠実 さを問われます。その人 は，道徳的に清い

こと，知恵の言葉を守 っていること，完全に什分の一 を

納めていること，教会の教えに従って生活 していること，

教会の教 えに反するもろもろのグループと親 しい関係 を

持った り，同情的な態度をとったりしていないことを証

言 しなければな りません。監督 は面接で話 し合った問題

については口外 してはなりません。 これは最 も大切なこ

とです。
しか

監督の質問に対 して然るべき返答 をした人 は，普通の

場合，神殿推薦状を受 けるにふさわしい人です。 もし推
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ふさわしい教会員は

末日の神殿で

この世から永遠にわたって

結び固められる。
タイペイ

右 台湾の台北神殿で

神殿結婚を

終えたばかりの夫婦。

薦状申請者が戒 めを守 っていなかった り，正 さなければ

ならない，あるいは解決 しなければならない問題 を抱 え

ていた りした場合には，その人 自らが，真に悔い改めた

ことを証明 した後でなければ，神殿推薦状 を発行するこ

とはで きません。

監督 との上記のような面接が終わると，ステーキ部長

会の一員 とも同様の面接 を受け，その後，神殿 に行 くこ

とができるようにな ります。

天 よりのみ教 え

初めて神殿に参入する場合はもちろんですが，もうす

でに何度 も参入 している人 も，神殿で受 ける教 えが象徴

的なものであることを心に留めてお くとよいと思います。

偉大 な教師である主 は，象徴 とい う方法を用いて，教 え

を授 けて くださるのです。

神殿 は，偉大な学校です。学問の家 なのです。神殿の

中には，霊的に深い事柄を学ぶにふさわ しい理想的な雰

囲気があ ります。十二使徒定員会の故 ジョン ・A・ ウイ

ッツォー長老は，非常に優れた学長で，世界 に名を知 ら
い けい

れた学者でしたが，神殿の業に深い畏敬の念を持ってい

ました。彼はこう語っています。

「神殿の儀式では，救 いの計画全体が教えられている。

時代から時代へ，教会の指導者が語 り続 けた教えが教え

られ，理解 し難い問題を明 らかにしているのである。神

殿の教 えは，ゆがめた りこじつけたりすることな く，偉

大な救いの計画に当てはめることができる。エンダウメ

ントは哲学的見地から見て も首尾一貫 しており，神殿の

儀式の真実性 を示す強力な論拠 のひとつ となっている。

加 えて，神殿の儀式の概要， さらには福音の計画全体 を

思うどき，神殿 に入 って礼拝することは，福音の体系全

体 を心 を新 たに して見渡す非常 に良い方法で ある。」

(「ユタ系図 ・歴史機関誌」1921年4月 号，p.58)

神殿で教えられることが象徴的なものであることを心

に留めて神殿に行 くならば，必ずやビジョンは広が り，

少 しな りとも高められたという気持ちを味わい，霊的な

事柄 にかかわる知識 を増 し加 えることができるでしょう。

神殿の教えは壮麗なものです。 また，人の霊を鼓舞する

ものです。偉大な教師である主は，絶えずた とえを用い

て弟子たちを教えられ ました。少 しわか りにくい事柄に

ついては，象徴を用いて話 されたのです。

神殿 自体，ひとつの象徴 となっています。夜，全景 を

照明で照 らし出された神殿 を見たことのある方 はおわか

りでしょうが，何 という心を打つ光景でしょうか。光 を
やみ

浴びて闇の中にそびえ立つ主の家は，霊の暗闇 に深 く沈

んでい くこの世 に立てられたイエス ・キ リス トの福音の

力 と霊感の象徴 となっています。

神殿 に入ったら，普段の服 を脱 いで白い神殿着を着ま

す。着替 えは更衣室でしますが，更衣室にはロッカー と

着替えのための場所があり，終始だれにも見 られること

な く着替えをすることができます。神殿では，何事 も慎

み深い状態 に保 たれるように考慮 されています。 ロッカ

ーで着替えを済ませた ら，それ まで着ていた服 と一緒に，

世の煩いや関心事，娯楽なども脱 ぎ捨てることにな りま

す。そして白い装いで更衣室を出ると，あなたと同じよ

うに白い服 を着た周囲の人々 とひ とつになったと感 じる

ことで しょう。

結び固めの力

神殿結婚 を望んでいる人々 は，そこで何が行なわれる

かを知 りたいと思 うでしょう。結び固め(結婚)の 儀式の

言葉 を神殿の外で言ってはいけませんが，部屋の美 しさ

や静かで穏やかな雰囲気，それにそこで行なわれた神聖
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結び固めの部屋は

どの神殿でも
「美しい調度が整えられ

静かで穏やかな

雰囲気に包まれ，

そこで行なわれる
ゆえ

神聖な儀式の故に

清められて』いる。

左 東京神殿の

結び固めの部屋。

な儀式に立ち会って心の清め られる思いがしたことなど

を話すのは構 いません。

聖壇にひざまずいて結び固めの儀式を受ける前 に，儀

式執行者 は花嫁花婿 に少 し話をすることがで きます。た

とえば，次のような話です。

「きょうはおふた りの結婚の日です。 きっ と胸がいっ

ぱいで しょう。神殿 は， このような儀式 を執 り行なう聖

なる場所 として建て られたのです。私たちは， この世に

いるのではありません。 ここには世 のものの力は及びま

せんし，世 のものはここで執 り行 なわれる事柄に何の力

も及ぼすことができません。私たちは世から離れて，主
みや い

の宮居にやって来 ました。 きょうこの日は，おふた りの

生涯の中で最 も大切な日となることでしょう。

あなた方は，あなた方の霊の宿 る肉の幕屋を準備 して

くださった両親 に招かれて， この世に生まれ出て来 られ

ました。そして，バプテスマを受けました。聖なる儀式

であるバプテスマは，罪の清め，死 と復活，そして新た

な生命 を得ることの象徴なのです。バプテスマには，悔
ゆる せいさん

い改めと罪の赦 しが伴い ます。聖餐式の ときにはバプテ

スマの ときに交わした誓約を思い起 こしますが，その誓

約に忠実であれば，罪の汚れか ら離れた状態 を保 ち続 け

ることがで きます。

花婿 は，神権者 として聖任 されています。 まずアロン

神権 を授けられ，多分，執事，教師，祭司のすべての段

階を踏んで こられたことと思います。それから，メルキ

ゼデク神権を受けるにふさわしいと認 められる日がやっ

て来 ました。アロン神権 よりも高いメルキゼデク神権 は，

最 も清い神の神権の秩序にのっとった神権，すなわち神

の御子 の神権 の聖 なる神権(ア ルマ13：18;ヒ ラマ ン

8：18;教 義 と聖約107：2-4参 照)で す。あなた は，

この神権の中のひとつの職 を与 えられ，現在 は長老です。

おふたりは，すでにエ ンダウメントを受 けられ ました。

エンダウメン トの儀式の中で，あなた方 は永遠の可能性

を賦与されました。しか し， これはある意味で， この世

から永遠 にわたって夫婦 となるために聖壇 に進み出て，

結び固めを受ける準備にすぎません。あなた方は今や家

族 を成 し， 自由に生命の創造に携わることがで きるので

す。そして，献身 と犠牲 を通して子供たちをこの世 に迎

え，はぐくみ， この世にいる間，安全に生活で きるよう

に助 け，あなた方おふた りが この神殿に入 られたように，

いつの日か子供たち も神殿 に入って，神殿の聖なる諸儀

式 を受 ける光景 を目にすることでしょう。

あなた方は神殿 に入 るにふさわしい者 とされ， 自らの

意志によって， この場に足を運ばれ ました。あなた方は，

お互いに結婚の誓約を受 け入れるという重大な責任を負

っており， この責任を果たすならば，限 りない祝福 を受

けることがで きるで しょう。」

歴史的な面 と教義的な面の双方か ら神殿 の業について

理解 したければ，結び固めの力 とは何かを理解 しなけれ

ばなりません。 また，少 なくとも，なぜ結び固めを行な
かぎ

う権能 を持つ 「鍵」がそれほど重大なのか ただ単に

神殿の儀式を行なうためだけではな く，全世界の教会の

あ らゆる儀式を行 なうために，なぜそれほど重大なのか

を考えてみなければな りません。

結び固めの権能は，神か ら人 に与 えられた霊 にかかわ

る権威 を統括する非常 に大切な力です。結び固めの権能

を持つ人 は， この地上 における，主の最高の代表者，教

会の大管長です。 この地位にある人に，主は最も深い信

頼を寄せ られ，最上の権威をお与えになるのです。

すでに述べてきたように，教会の霊的に深い事柄に関

する教 え，特に神殿で教えられる教 えの多 くは，象徴的

なものです。 この 「鍵」 という言葉 にしても，象徴的な

言葉です。 また，神殿の権威の もろもろの鍵 という言葉

も，人が地上で神のみ名によりそのみ業を行なうために，
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教会には，すべての家族を蹟い，

昇栄へと導 くに必要なすべての儀式を

執 り行なうための，

十分な権威権能がある。

また，結び固めの権能の鍵があるので，

正しい秩序のうちに

地上でつながれたものは，

天でもつながれる。

左 ドイツ，フライベルク神殿。

幕 のか な た か ら死 す べ き人 に与 え られ た力 の行 使 で き る

範 囲 を表 わ して い ま す 。 「結 び 固 め る」 「鍵 」 「神 権 」 と

い う言 葉 は， 互 い に密 接 に関 連 の あ る言 葉 で す 。

結 び 固 め の権 能 の鍵 と は， 永 遠 の 神 権 の 鍵 な の で す 。

「イ エ ス が ピ リポ ・カ イ ザ リヤ の地 方 に行 か れ た と き，

弟 子 た ち に尋 ね て 言 わ れ た ， 『人 々 は人 の 子 を だ れ と言

っ て い る か。』 … … シモ ン ・ペ テ ロ が 答 え て 言 っ た， 『あ

な た こ そ， 生 け る神 の 子 キ リ ス トで す 。』 す る と， イ エ

ス は彼 に む か っ て 言 わ れ た ， 『バ ル ヨ ナ ・シ モ ン， あ な

た は さ い わ い で あ る。 あ な た に この事 を あ らわ し た の は，

血 肉 で はな く， 天 にい ま す わ た しの 父 で あ る。 そ こで ，

わ た し も あ な た に言 う。 あ な た はペ テ ロ で あ る。 そ して ，
よ み

わたしはこの岩の上にわたしの教会 を建てよう。黄泉の

力 もそれに打ち勝つ ことはない。わたしは，あなたに天

国のかぎを授 けよう。そして，あなたが地上でっな ぐこ

とは，天でもつながれ，あなたが地上で解 くことは天で

も解かれるであろう。』」(マ タイ16：13-19)

ペテロは，この鍵 を持つ ことになりました。地上でつ

なぎ，つまり結び固め，解 く権能， また同時 に天で も結

び固め，解 く権能，すなわち 「結び固めの権能」を持つ

ことになったのです。 ごのもろもろの鍵は，大管長，す

なわち予言者，聖見者，啓示を受 くる者が保持 します。

この神聖な結び固めの権能が，今 この教会 にあります。

この権威権能の意味を理解 している人にとって， この権

能ほど神聖なものはあ りません。また， この権能 ほど大

切なものとして保持 されて きたものはほかにあ りません。

いつの時代においても，地上で この結び固めの権能を授

けられた人 は，比較的少数でした。現在では各神殿に結

び固めの権能を持つ兄弟たちがいますが，それで もそう

多 くはいません。そしてこの権能 は，予言者，聖見者，

啓示を受 くる者，末日聖徒イエス ・キリス ト教会の大管

長からしか受けることができません。

結び固めの権能は，生者 と死者のために私たちが行 な

うすべての事柄 をつな ぐ権能ですが，そのことが以下 の

文の中ではっきり述べ られています。
「完全 な福音が この地上 にあった時にはいつ も，主は

仲介者を立て られ，地上 につなぐことを天において も永

遠 に結び固めることのできる権能 を，彼 らにお与 えにな

った。(マ タイ16：19;18：18;ヒ ラマン10：3-10;教

義 と聖約132：46-49参 照)・・…

この力によって結び固められないものはすべて，死 を

もって終わ りとなる。バプテスマ も，この永遠 の力によ

ってなされなければ，人を日の栄の王国に導 き入れる承

認を与 えるもの とはな らないし，永遠の結婚の誓約 も，

この権威によって結び固められなければ，夫婦は， 日の

栄の世界の最高の位 に昇栄することはで きない。

結び固めの権能があるために，すべての事物は永遠の

力 と効力 を持つ。 この権能は，非常に広範囲にわたる権

能であり，生者 と死者のために行 なわれた諸儀式を包含

し，地上の子供たちを，すでに世 を去ったその先祖 らに

結び固め，昇栄 した人々の問に永遠にわたって続 く，永

遠の族長の鎖 を作るのである。」(ブ ルース ・R・ マ ッコ

ンキー 「モルモンの教義」第2版 ，p.683)

教会 には，すべての家族を願い，昇栄へと導 くに必要

なすべての儀式を執 り行なうための，十分な権威権能が

あ ります。 また，結び固めの権能の鍵があるので，正し

い秩序のうちに地上でつながれたものは，天で もつなが

れるのです。 この鍵，すなわち地上でつな ぐことを天で

もつなぐ鍵は，神か らの最 もすばらしい贈 り物です。 こ

の権威 によって，私たちはバプテスマを施 し，祝福を授

け，エンダウメン トを執 り行ない，結び固めの儀式を行

ないます。そして，その ときに主は私たちの執 り行なっ

た事柄 をよしとされるのです。

予言者ジョセフ ・ス ミスは，たびたび次のような質問
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悩み苫しむとき，

また重大な決断に迫られるとき，

教会員は神殿に行くことができる。

神殿は心配事を持って行くのに

とてもよい場所である。

右 メキシコシティー神殿の

日の栄の部屋。

を受 け た と語 りま し た。

「『この す べ て の 儀 式 を 受 け な けれ ば
， 救 わ れ な い の で

し ょ うか 。』 私 は よ くこ う答 え た もの だ っ た 。 『そ の とお
まつた

り， 全 き救 い を得 る こ と はで きな い 』 と。 イ エ ス は こ う

言 わ れ た。 『わ た し の 父 の 家 に は， す ま い が た くさ ん あ

る。 も しな か っ た な らば ， わ た し は そ う言 っ て お い た で

あ ろ う。 あ な た が た の た め に， 場 所 を用 意 し に行 くの だ

か ら。』 こ こ に 書 か れ て い る 『家 』 と い う言 葉 は， 『王

国 』 とい う言 葉 に 置 き換 え る こ とが で き る。 最 高 の 家 へ

昇 栄 す る人 は だ れ で あ れ ， 日 の栄 の 律 法 ， し か も そ の す

べ て に従 わ な け れ ば な らな い 。」(「教 会 歴 史 」6：184)

敵対する者

神殿 は，教会の霊的な強さの中心です。敵は，教会全

体や私たち個人がこの聖なる霊感 あふれるみ業に参与す

るのを妨 げようとするでしょう。神殿の業は末 日聖徒や

教会全体 に霊的な力を非常に力強 く与 えるものであるた

め，それに対 して反対する力 も強 く働 きます。

ローガン神殿の定礎式の とき，ジョージ ・Q・ キャノ

ン副管長 は， このような話 をしました。

「神殿建設のための礎石が置かれるとき，そして主が

主の神権者 に啓示 された秩序に従 って神殿が完成すると

きにはいつも，地上でのサタンの力は弱 まり，神の力 と

信仰心 は増 し加わる。 また，我々のために諸天 は力強 く

揺れ動 き，我々は永遠の神 と神のみ前に住む諸天使の祝

福 を下 したまえと嘆願 し呼び求めるのである。」(「ミレ

ニアルスター」1877年11月12日 付，p.743)

悩み苦 しむとき，また重大な決断に迫 られるとき，教

会員は神殿 に行 くことができます。神殿 は，心配事を持

って行 くのにとてもよい場所です。神殿の中では，霊的

な目を持つことがで きるからです。そして儀式 を受けて

いる問中，私たちはこの世か ら抜 け出ることができるの

です。

問題を抱 えて気が動転 していることもあると思います。

そのような ときは一時にどっと不平不満が沸 き上がって

きて，何 もはっきり考えることができず，見ることもで

きないものです。神殿 では，心の混乱に舞い上がったほ

こりも地面 に降 りて行 き，霧やかすみもうそのように晴

れて，混乱 した心のままでは到底見 いだすことのできな

かったような道 も，善悪の区別 もつかなかった物事 も，

はっきりと 「見 る」 ことがで きるのです。

神殿の神聖な儀式に臨む とき，主は私たちを祝福 して

くださるでしょう。神殿での奉仕の業に注がれる祝福 に

は，限 りがありません。主は私たちに， この世的な面で

も霊的な面で も関心を向けて くださるでしょう。

神殿に参入 しなさい

神殿 の業 と，それを支える系図探求の仕事ほど， この

教会 にとって大 きな守 りとなるものはあ りません。 また

いかなる業 も， この業ほどに人の霊を磨 くことはできず，

人 に力を与 えることもできないのです。加 えて， この業

ほど高い標準が要求される業 もないのです。

神殿 の業 は私たち個人に とっても，教会員全体 にとっ

ても盾 とな り，守 りとな ります。

どうぞ神殿 に参入 して ください。そして，祝福 を受け

て ください。神殿の業は，神聖なみ業なのです。□

聖徒 の道/1992年6月 号

23
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1930年代のアメリカ合衆国を襲った

大恐慌の間，裕福な家庭で育った妹 と
せんぽう

私 は確 か に人 々 の羨 望 の的 で した。 父

は職 に就 いて お り， 家族 を養 うの に十

分 な経 済力 が あ りま した。 我 が家 の食

卓 には母 が用意 した十 分 な食物 が あ り

ました。 また母 は，私 た ち を買 い物 に

連れ て行 っ て，服 を買 って くれ ま した。

また，定 期的 に年 老 い た祖 母 を訪 ね た

りもしま した。私 は不 景気 とは何 な の

か， 十代 にな って学校 で 学 ぶ まで知 り

ません で した。

この ような豊 か さ に もか かわ らず ，

妹 と私 は母 に対 して不満 を抱 いて い ま

した。大 人 に な ってか ら私 た ちが繰 り

鰹劉 『

毒'

『、 蕊

羅 、

麓姦翻
謬灘

澱榊羅懸藻謎

いや

癒 しのみ手

ア イ リー ン ・スタ ー

返 し不 平 を こぼ した の は， 母 に は温 か

さが欠 けて い る， 私 たち を理解 して く

れ ない， まった く建設 的 で ない批 判 を

す る，道徳 的 な しつ けを して くれ な い，

家 庭 で お客 を もて なす のが下 手 で ある

な どとい った こ とで した。 どう して母

は私 た ち に無 関 心で批 判 的 で 自己中 心

的 なの だ ろ う と思 った もの です。

翻.羅 騒
・，

　灘 麟 、 灘
蝋 無

、 雛、騰

教 会 に入 っ た後， 私 はよそ の愛 に あ

ふれ た や さ しいお母 さん を 自分 の母 と

して考 え る こ とに しま した。 しか しそ

れ で も， 心 の痛 み は和 ら ぎませ んで し

た。 母 が亡 くな った後 も， その痛 み は
いや

少 しも癒 され ませ ん で した。母 の死 が

私 に与 えた の は， 「母 に愛 され た い，

認 め られ たい とい う強 い願 い は， この

世 で か なえ られ なか っ た」 とい う思 い

だ けで した。

ある 日私 は，母 の 身代 わ りのバ プテ

スマ を受 けに神殿 へ 出 か け ました。 ひ

と りで車 を運 転 しなが ら母 の こ とで 祈

って い る と， 悲 しみの涙 が込 み上 げて

きて ，泣 き出 しそ う にな りました。

常 に感 じて いた あの悲 しみ と心 の痛

み は，神殿 へ の道 すが らず っ と続 き，

バ プテ スマ フォ ン トに下 りた とき もま

だ消 える こ とはあ りませ んで した。 し

か し，水 か ら上 が った とたん， 癒 しの

み手 が私 を包 んだ ので す。 そ れ は私 の

蟻 難 謄 蜘 をすべて洗い流して

そ の とき私 は， 元気 で健 康 に なっ た

擁1母 を目 に しま した
。 そ して， 私 の

母 は この地 上 で は障害 者 で あっ た

と，聖 霊 の力 によ って知 らされ ま

した。 母 は情 緒 的 に障害 を持 って

鞭 蒙

.難 簸1蓼 羅轍囎謹 鍵欝
一罐 霧，

馨 、誕難1欝
調

い たので す。 た だ その原 因 は今 で

も私 に は知 ら され て い ませ ん。 しか し

今 の母 は もう障害 者 で はあ りませ ん し，

私 の心 の傷 もす っか り癒 され ま した。

救 い主 とその愛 に感 謝 の 思 いで いっ

ぱ いです 。救 い主 は愛 のみ手 を，今 は

健 や か とな っ た母 と私 に伸 べ て くだ さ

い ま した。母 は地 上 に生 きて い る間 は

学ぶ こ との で きな か った事柄 を今学 ん



死者の救い
死者のために行なわれる神殿活動 は，

新約 ・旧約両聖書で教 え られ ている真理 に基づ いて います。

使
徒 ヨハ ネは 「神 は愛であ

る」(1ヨ ハ ネ4：8)と

教えました。

主が啓示 された偉大な儀式は，

その愛を最 も具体的な形で表わ

しています。 これ らの儀式 は，

この世で福音 を受け入れ る機会

に恵まれなかった神の子供たち

に救いの祝福 をもたらして くれ

るのです。

こうした儀式が どれほど大切

かとい うことは，家族の関係 を

考 えてみればす ぐに理解できま

す。妻や夫，子供や親族に対す

る愛よりも強いものがあるでし

ようか。

回復されたイエス ・キリス ト

の福音が よきおとずれ と呼ばれ

るのは，主の神殿で執行 される

儀式によって，必要な条件 さえ

満たせば， こうした家族関係が

永遠に続 くことが保証されてい

るか らです。救いの計画の中で

も，最 も栄光に満ちた教 えのひ

とつであるこの教 えは，現在の

神権時代 になって初めて伝 えら

れた ものではあ りません。その

lLLUSTRATEDBYROBERTT，BARRETT

キ リス トは，十字架上で亡 くなられた後，

霊界を訪れ，そこで 「永遠の福音」

を宣べ伝えられた。

(死者の蹟いに関する示現1=19。

1ペ テロ3：19参 照)

教えは，旧約聖書や新約聖書で教 えられている真理の中

にも登場 します。

身代わりの儀式

重要な真理 のひとつに，身代

わ りの儀式 という原則がありま

す。これは，人がだれかの代理

となってその儀式 を受けるとい

うことです。神は，有史以来，

絶 えず この原則を用いてこられ

ました。たとえば，モーセの神

権時代には，身代わ りのヤギや
ささ

いけにえの捧げ物が，民の罪の
あがな

瞭いのために，代理 として供 え

られました。 こうした捧げ物 は，

全人類のために捧 げられ る最も

大いなるいけにえ，すなわちイ

エス ・キリス トの瞭いをあらか

じめ表わす象徴 として供 えられ

たのです。
しよ くざい

イエス ・キ リス トの腰 罪は，

最 も大いなる身代わ りの捧 げ物

です。使徒パウロが書いている

ように，キ リス トは，「すべ て

の人のあがない としてご自身を

ささげ られた」(1テ モ テ2：

6)の です。それ に先立 つ こ と

750年 か ら800年 ほど前，予言者

イザヤは同 じように購い主の犠

牲 に つ い て 予 見 し， 主 に 関 して次 の よ う に記 して い ます 。

「彼 は わ れ わ れ の とが の た め に傷 つ け られ
， … … そ の 打

た れ た傷 に よ っ て ， わ れ わ れ は い や さ れ た の だ 。」(イ ザ

ヤ5315)
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死者のためのバプテスマ(1コ リント15=29参 照)を はじ

めとする神殿での身代わ りの儀式を通 じて，この世で儀

式を受けられなかった人々にも神殿の祝福がもたらされ

る。左 ニュージーランド神殿のバプテスマフォント。

主イエス ・キ リス トは，罪のないご自身を犠牲にする

ことによって，主の戒 めを守 り，その福音の原則に従 っ

て生活 しようとするすべての人々を蹟われ左のです。

霊 界

主の救いの計画のもうひとつの基本的な教 えは，死後，

人の霊 は霊界へ行 くというものです。その霊界では，視

覚や聴覚，頭脳 は，現世 にいた ときと同じように機能 し

ます。「神 は死 んだ者の神で はな く，生 きている者 の神

である。人 はみな神 に生 きるものだからである」(ル カ

20：38)と イエスは言われ ました。イエス ご自身 も，復

活される前に， この霊界 を訪ね られました。「よ くよ く

あなたがたに言ってお く。死んだ人たちが，神の子の声

を聞 く時が来 る。今すでにきている。そして聞 く人は生

きるであろう」(ヨ ハネ5：25)と イエスが予言されたと

お りです。

霊界へ行かれたキリス トのみ業

私たち一人一人のために罪の代価を支払われた主は，

死を経験 され，霊界へ下 っていかれた後，勝利の うちに

死か らよみがえられ ました。

み使いが主はすでによみがえられたと女たちに告げた

後，同じ日の朝早 く，主はマグダラのマ リヤにそのみ姿

を現わされました。マリヤが復活された主に触れたいと

望んだのも無理のないことです。 しかし主はマ リヤにこ

う告 げられました。「わた しにさわってはいけない。わ
のぽ

た しは， ま だ 父 の み も と に上 っ て い な い の だ か ら。 た だ ，

わ た し の兄 弟 た ち の 所 に 行 っ て， 『わ た し は， わ た し の

父 ま た あ な た が た の父 で あ っ て ， わ た し の神 また あ な た

が た の神 で あ られ るか た の み も とへ 上 っ て行 く』 と， 彼

ら に伝 え な さ い 。」(ヨ ハ ネ20：17)

も し ま だ天 へ 上 っ て お られ な か っ た と し た ら， 体 が 墓

に横 た え られ て い た3日 の間 ， 救 い主 は ど こに お られ た

の で し ょ うか 。 使 徒 の頭 で あ っ た ペ テ ロ の書 簡 の 中 に ，

そ の答 えが あ り ます 。 キ リス トは， 肉体 を離 れ た 霊 た ち

の と こ ろへ 赴 い て ， そ こで 彼 らの た め に み業 を 進 め られ

た の で す 。 で は ， 主 は そ こ で どの よ うな み業 を 推 し進 め

ら れ た の で し ょ う か 。 ペ テ ロ は こ う書 い て い ま す 。 「こ
ごく

うして，彼は獄 に捕われている霊 どもの ところに下って
の

行 き， 宣 べ 伝 え る こ と を され た 。」(1ペ テ ロ3：19)

この 「霊 ど も」 とは ど う い う人 た ち だ っ た の で し ょ う

か 。 ペ テ ロ は ， 「従 わ な か っ た 者 ど も」(1ペ テ ロ3：

20)の こ とで あ る と説 明 して い ます 。 「死 人 に さ え福 音 が

宣 べ 伝 え られ た の は， 彼 らは 肉 に お い て は人 間 と し て さ

ば きを 受 け る … … た め で あ る。」(1ペ テ ロ4：6)

救 い 主 が 死 者 の た め に教 え ζ導 きを施 され る と い う こ

とは， イ ザ ヤ に よ っ て 予 言 さ れ て い ま し た。 イ ザ ヤ は，

メ シ ヤ に代 わ っ て 書 き記 す とい う形 式 で 次 の よ う に記 録
のぞ

してい ます。「主なる神の霊がわた しに臨んだ。 これは

主がわたしに油 を注いで，貧 しい者に福音を宣べ伝える

ことをゆだね，わたしをつかわして心のいためる者をい

やし，捕われ人 に放免 を告げ，縛 られている者 に解放を

告げ……。」(イ ザヤ61：1)

ζの獄 にいる者 たちに伝えられた福音 とは何でしょう

か。それは，人々が捕 らわれの身か ら解放されて進歩で

きるようになり，さらに福音の祝福にあずかれるように

なるという教 えです。 この教 えは，主が肉体 を離れて霊

として過 ごされた3日 の間に，霊界で確証された教えで

す。さらに，主 によって伝道の職 に召 された教師たちが，

今なお霊界で伝 えている教えが この教 えなのです。(ジ

ョセフ ・F・ ス ミスー死者の腰いに関する示現参照)

死者のためのバ プテスマ

こ う して ， キ リス トに関 す る知 識 な く死 ん だ人 々 に も，

膿 い の よ き お とず れ に つ い て 聞 き， 信 仰 を働 か せ ， そ の

罪 を悔 い 改 め る機 会 が 与 え られ る こ と に な り ま し た。 し

か し， バ プ テ ス マ に つ い て は ど う で し ょう か。 主 が ニ コ

デ モ に教 え られ た よ う に， 人 はバ プ テ ス マ を受 け て， つ

ま り水 か ら生 まれ て初 め て ， 天 の 国 に 入 る こ とが で きる

か ら で す 。(ヨ ハ ネ3：5参 照)イ エ ス ご 自 身 も， 「す べ て

の 正 しい こ と を成 就 す る」(マ タ イ3：15)た め にバ プ テ

ス マ を お 受 け に な り ま し た。 そ し て使 徒 た ち に ， 福 音 の

教 え を 受 け入 れ た 人 々 に はバ プ テ ス マ を施 す よ う指 示 し，

「信 じて バ プ テ ス マ を受 け る者 は救 わ れ る 」(マ ル コ16：

16)と 教 え られ ま した 。

そ れ で は， バ プ テ ス マ を受 け る機 会 も な く亡 くな っ た

人 々 は ， どの よ う に して この儀 式 を受 け る こ とが で き る

の で し ょ うか 。 そ の よ う な人 々 は， 代 理 の人 を通 し て そ

の 儀 式 を受 け る こ とが で き ます 。 ち ょ う どイ エ ス が ， 私

た ち の た め に， 私 た ち の 力 で は及 ば な い こ と を身 代 わ り

と し て行 な っ て くだ さ っ た よ う に， 私 た ち もす で に亡 く
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なった人々のためにバプテスマの儀式を受けることがで

きます。そうす ることにより，死者にも救いを受 け継 ぐ

者(ヘ ブル1：4参 照)と なる機会が与 えられます。

使徒パウロがこの儀式の ことを話題に取 り上 げたのは，

背信のコリント人 たちに復活が現実にあることを教えよ

うとした ときのことでした。パ ウロから書簡を受け取っ

た人々は， この儀式を，死者のためのバプテスマ という

名称で，よ く知 っていました。パウロはこう書いていま

す。「そうでないとすれば，死者のためにバ プテスマを

受ける人々 は，なぜそれをするのだろうか。 もし死者が

全 くよみがえらないとすれば，なぜ人々が死者のために

バプテスマを受けるのか。」(1コ リン ト15：29)

今 日，復活はキリス ト教の教えの中で も，おそらく最

も「栄光に満 ちた教義だ と考 えられています。しか し，そ

のキリス ト教にして も，死者 のためのバプテスマとい う

儀式はどこへ行ったのでしょうか。パウロは復活が現実

にあることを論証する根拠 として， この儀式について触

れていたはずです。初期のキリス ト教徒たちが悲劇的な

迫害 に耐え， また，キリス ト教 を当時世界 の主流であっ

たギリシャ哲学 に適応 させていこうとする人々によって，

その教義が曲げられ るのをなすすべ もな く見守っている

うちに，多 くの教えや儀式が失われたり変えられた りし

ましたが，死者のためのバプテスマ もそのひとつで した。

儀式を執行する権能

このような経緯 を振 り返ってみると，主イエス ・キ リ

ス トが末 日に完全な福音をその権能 と共に地上に回復 さ

れたとき，死者の救いにかかわるもろもろの真理をも回

復されたのは当然 のことと言えます。(死 者のためのバ

プテスマに関 して予言者ジ ョセフ ・ス ミスが語ったこと

については教義 と聖約第128章 を参照)主 は，そうした真

理 と共に，神権の権威 と権能 も回復 され ました。 どうし

てでしょうか。生者 と死者双方のために執行 された儀式

が，神のみ前に効力を持つ ものとなり，結び固められる

ようにするためです。

主は， この世 を去るに先立って，使徒の頭であったペ

テロに神権の権能 をお授 けにな りました。ペテロや彼か

ら権能 を授かった人々が，バプテスマをはじめとする救

いに不可欠な儀式を執行で きるようにするためです。ペ

テロに向かって主 はこのように約束され ました。「わた

しは，あなたに天国のかぎを授 けよう。そして，あなた

が 地 上 で つ な ぐ こ とは， 天 で もつ なが れ ， あ な た が 地 上

で 解 く こ と は 天 で も解 か れ る で あ ろ う。」(マ タ イ16：

19)
かぎ

この同じ神権の鍵が，末日のこの神権時代の開始に当

たって，予言者 ジョセフ ・スミスに回復 されました。主

は， この結び固めの権能 について予言者ジョセフに語 ら

れたとき，私たちが この世を去 った後 に示 される様々な

条件について，次のように明確 に説明されました。
せんせい せいごん

「一 切 の誓 約
， 契 約 ， 約 束 ， 義 務 ， 宣 誓 ， 誓 言 ， 履 行 ，

な

関係，交際 または予約 にして，為されまたは結ばるると

き，聖任されしものによりて為されず……また 『約束の

聖 きみたま』 によりて……結び固められずば，……死に

し者 より復活する時 もその後 にも何 らの効験効能 または
しもべ

効 力 あ る こ と な し。 … …(わ れ は これ を わ が 僕 ジ ョセ フ
ノおい

に任命 して末 の世 に於 てこの権能を保有せ しむ……)以
しか もつ

上の事然るは，以上 の目的を以て結ばれざる一切の誓約

は人の死を以て終 りを告 ぐればな り。

見 よ，わが家 は秩序 の家 にして……。」(教 義 と聖約

132：7-8)

地上においても天において も様々な儀式を結び固める

ことのできるこの神権の権能を用いて，主は福音 の祝福

をすでにこの世 を去ったすべての人々にももたらして く

ださいました。生者のために行なわれる儀式 はみな，死

者の身代わ りをする人 を通 して同じように行なうことが

できます。バプテスマだけで はありません。エンダウメ

ン トや永遠の結婚 の誓約 と祝福 も，ゆこの世でその儀式を

受けることができなかったすべての人々にもた らされる

ことになったのです。

選択の自由

しかしながら， この地上でどのような活動をしようと

も，霊界にいる人々の行使する選択の権利 を損なうこと

がないのは当然です。身代わ りに行なわれた儀式 を受け

入れるのも，拒むの も，彼 らの自由です。 もし，身代わ

りに行なわれた儀式を受 け入れる方を選び，主イエス ・

キ リス トを信 じる信仰を持 って，悔 い改めるならば，霊

の束縛か ら解 き放たれ ます。一方， この条件を受け入れ

ることを拒むならば，霊的に束縛 された状態にとどまる

ことにな ります。選択の権利は，いかなる状態であれ侵

害され ることはあ りません。自由意志 は，私たち一人一
たまもの

人が父なる神から受け継いでいる永遠の賜であ り，私た
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1836年 にエライジャは，カー トラン ド神殿でジョセフ ・

スミスとオリヴァ ・カウドリの前にその姿を現わ し，主

が約束されたとおりに，結び固めの権能の鍵を回復した。

(マラキ4：5-6;教 義と聖約110=13-16参 照)

家族歴史と神殿活動

1836年 のその日以来，教会は世界中に神殿を建設 して

きました。その中では，私たちの先祖のために福音の儀

式が執 り行なわれています。教会はまた，家族歴史の探

求が世界中でできるよう系図図書館をはじめとする様々

な支援設備を整 えています。

現在，毎 日大勢の末 日聖徒が主の神殿 に参入 し，その

父母や祖父母の身代わ りとして儀式を受けています。 ま

た，記録上， さかのぼれる限 りさかのぼって，名前を探

し出し，一人一人の身元を明 らかにしたうえで，儀式 を

受けています。 こうした人々 は，私たちにとっては紛れ

もな く死者ですが， しかし実際にはまさに霊界で生 きて

いる人々であり，主が言われたように，「福音」 を待 ち

望んでいる人々であり，また身代わ りの業が行 なわれて，
「捕 われている獄」か ら解放 されるのを待 っている人々

なのです。 こうした身代わ りの儀式が行 なわれると，死

者にとってはこれ まで以上に主の戒めが守 りやす くな り，

成長 と進歩 をし続けることが容易にな ります。

死者の順いの示現

1918年 ，死者の救いに関する劇的な証が，末 日の予言

者のひとりに与えられました。ジョセフ ・F・ ス ミス大

管長の記録 したこの示現は，その年の10月3日 にス ミス

大管長がペテロの第一の手紙第3章18節 から20節 ，およ

び第4章6節 を読みながら，思いを巡 らしていたときに

与 え られた ものです。そ こは，使徒ペ テロが，主イエ

ス ・キリス トは十字架上で亡 くなった後，霊界 を訪ね ら

れた， と論 じている場面です。
「これ らのことについて深 く考 えてい ると，主のみた

め

まが私の上にとどまり，理解の眼が開かれた。そして，

死者が，小さき者 も大いなる者 も共に，群れをなしてい

るのが見 えた。

おびただ しい数の義人の霊がひ とつ所 に集 まっていた。

・そして私 は，主が真理を受 け入れなかった邪悪な

者，不従順 な者たちの間へ自ら行 って教えられたのでは

ない ことを知った。

見 よ。主は義人の中から軍勢 を組織 し，使者を任命 し
やみ

て権威 と権能 とを与え，闇の中にいる者たち， さらには

すべての人の霊のもとに福音の光 を携えて行 くよう命じ

られた。……

このようにして，真理の知識がなく罪のあるまま死ん

だ者，予言者 を拒み罪のうちに死 んだ者 に対 して福音が

宣べ伝 えられた。

これらの者 は，神を信 じる信仰，罪の悔 い改め，罪の
ゆる あんしゆ

赦 しを受けるための身代わ りのバプテスマ，按手 により

授かる聖霊の賜 について教えを受けた。

またこのほかに，……資格 を得る上で知っておかねば

ならない福音のすべての原則が教えられた。……

私 は， この神権時代の忠実な長老たちが，死者 の霊が

住む広大な世界において闇に包 まれ罪のかせ につながれ

ている者たちの間で悔い改めの福音 と神の生みたまいし

独 り子の犠牲 を通 じて もたらされた腰いの福音 を， この

世 を去った後 も引 き続 き宣べ伝 えているのを見 た。

悔い改める死者は，神の宮居の儀式を受 けることによ

って蹟われ るであろう。」死者の瞭いに関す る示現1：

11-12，18-19，29-30，32-34，57-58)

愛の働き

はんりよ

親や伴侶 に対するやさしい情愛の念は， それが霊界に

いる伴侶や親，子供 に対するものであっても，神の宮居

で必ず満たされ ます。そうした人々の身代わ りとなって

この愛ある働 きをするということは， この末日において

主の道を知 り得た人々に共通す る義務であ り， また祝福

でもあります。 このように考えてみると，末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会の会員が，神殿 にかかわる事柄 をいつ

も心に留め， また神聖なものと考えているのも当然のこ

とと言 えましょう。□

この大群衆が死 の鎖か ら解 き放 たれる時を喜び，互い

に語 り合いながら待っていると，神の御子が現われたも

うた。そして忠実であった捕 らわれ人 に自由を宣言 し，

また永遠の福音，復活の教義，堕落からの人類 の腰い，

悔い改めを条件 とす る個人の罪 の蹟いについて彼 らに教

えを説かれた。
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は るか な地 の ，

はるか昔 の友

ペ ギ ー ・ヒル ・リ ス カ ン プ

と
うとうここまでやって来 ました。系図調査のため

のスペイン旅行 は，なん と大変なことに思えたで

しょう。 周到な計画，何週間にもわたる予算の工面，

度重なる祈 り，家に残 してい く子供たちへの後 ろ髪を引

かれるような思い，処理すべき事柄に至っては枚挙にい

とまのないほどでした。

ところが，今私たちはこうしてスペイ ンの教会の小 さ

な1室 にいます。夫のジョージは系図の探求 にとても熱

心です。結婚，洗礼，死亡な どについて1500年 代から司

祭たちが記録に残 した羊皮紙のぶ厚い冊子 を， うれしそ

うに私 に見せ ました。それらは感嘆に値するものでした。

ジョージの熱意 に支えられて，私 も作業がや り遂げられ

ることを願いなが ら調査 を手伝い始めました。

残念なことに， 日を経るにつれ，ジョージには簡単に

できる作業が，私には大変な労力を要することがはっき

りして きました。夫 は周囲のことをすっか り忘れて何時

間も探求に没頭で きるのです。それなのに私は，いろい

ろなことが気になって仕方があ りません。木のいすに2

時間 も座っているのは耐えられないほどです。照明に影

がで きてぺ一ジが読みづら く，寒 くて絶えず震えていた

ので背中がたまらな く痛 くな りました。

私は自分の態度が恥ずかしく，情 けない気持ちにな り

ました。ジョージは系図の調査にはいつも特別な興味を

示 しました。私 は自分 も同じような熱意が持てるように

祈 りましたが，気の重 くなるような寒い時間だけが果て

しな く続 くように思われました。

ようや く別の家系に移 ることになりました。 この家系

の調査は始めたばかりだったので，ジョージが結婚に関

する記録を調べる間，私は洗礼 と誕生 について調べるこ

とにしました。そうするうちに，ある家族の記録が私の

興味を引 きました。その家族の子供一人一人の誕生記録

を調べているうちに，その母親 を知っているような気が

して きたのです。子供たちの年齢 の問隔 も，私の子供た

ち とほとん ど同じで した。私は自分の妊娠当時の ことや，

新レい赤 ちゃんが誕生するたびにほかの子供たちが見せ

た反応などを思い出しました。すでに家を離れて2週 間

が過 ぎていたので，子供 たちのにぎやかな声，よだれだ

らけのキス，元気な抱擁を懐かし く思い出しました。

その とき， しばらく死亡記録の方を見たらどうか とジ

ョージが言いました。調べていたのは自分 と同時代 の

人々の記録だったので，私が見つけた名前 はなじみのあ

るもので した。自分 とつなが りの深 い何人か の年配 の

人々の死亡記録 も目に留 まりました。でも， こんなに年

若 くして大勢の人々が亡 くなっているとは，予想 もしま

せんで した。特に親 しかった女性の子供の名前 を見つけ

た ときには，かわいそうで涙が浮かんできました。その

子 は3歳 で死亡 していたのです。ぺ一ジをめ くる と，8

日後には彼女の6歳 の子供の死亡記録がありました。胸

が痛んで，涙が とめどな く込み上げてきました。

私は同い年の自分の子供たちのことをまた考えました。

ひざの上に抱 えたあの子たちの小さな体の感触や家の中

に満ちる笑い声などを思 うと，同情の念に堪 えず，私は

泣 きなが らぺ一ジをめ くってい きました。

ふた りの子供 を亡 くして半年後に，彼女の夫 も世 を去

ったことを知 ったときには，あまりに心が乱れてそれ以

上書 き続 けることがで きな くなりました。ジョージも私

が泣いていることに気づ きました。「彼女は どうして こ

んなに不幸 に遭わな くちゃな らないの。 どうしてか し

ら。」私はジョージに言い ました。「不公平だわ。」

そのときふいに，家族歴史や神殿活動 の真の意味が理

解で きたのです。目からうろこが落ちたように，私はこ

う悟 りました。「愛する友 よ。 そのために私 はここに来
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あ る 仔， 神 澱1で

マ リー ・ノー エ ル ・リグ ビー

私
は医師の話 に，ずっと耳を傾 けていました。医師

は，高齢者でいっぱいの部屋をやさしいまなざし

で見渡 し，私たちにこう語 りました。「もし，ベ ッドか

ら起 き上がる意欲 を失 って しまったら，死んでしまいま

す。生きようと思 うなら，起 き上が り，栄養 を取って体

を清潔に保ち，運動することが必要です。」

私は80歳 を過ぎていて，ベ ッドか ら起 き上が りた くな

い くちのひとりで した。でも，その日は木曜日で した。

毎週行っている神殿 に，今週 はまだ行 っていなかったの

です。夕方のニュースを見て も，いつ もより悲しいニュ

ースばか りで した。それに家庭のことでも私は頭 を痛め

ていました。体が弱っていて，家や庭の手入れはとて も

できそうになかったのです。自分の無力 さや優柔不断さ，

それに老いた体 には，いやになります。 しかし，ついに

私はこの世 と数時間お別れして，聖なる場所へ行 く決心

をしました。つまり神殿です。

神殿 に着いてか ら，私はしばらくの間，腰掛 けて周 り

の静かな雰囲気に浸っていました。左隣に座っている金

髪 を肩まで伸 ばした若 くて美 しい姉妹が，ほほえみまし

た。右にいる姉妹は，私 よりい くらかご年配のようでし

た。彼女 もほほえみました。私は皆友人なんだなと感 じ

ました。

そのとき，私は自分の落ち込んだ理由がわか りました。

サタンがまさに実在 して;地 上でできるだけ多 くの人々

を傷つけ，誤った道に誘おうとしていたのです。私 を悩

まし続 け， この小柄な老婆でさえ傷つけようとする恐ろ

しい力 に驚 きました。私 は平安に包まれ，そばにいる見

ず知 らずの人たちに親近感 を覚 えました。

キリス トの力 は，サタンなど寄せつけない ことがわか

りました。私 には自由意志があ り，求めれば平安が得 ら

れることも実感 しました。老齢 と共に頭をもたげて くる

様々な不安や心配事 は取 り除かれました。心の中に安 ら

ぎと確信が広が り， しなければならない ことをきちん と

や り遂げる自信がわいてきました。

私は背を伸ばして座 り直 しました。 とても幸福でした。

そばにいる友人たちもまた，部屋に満ちたみたまを感 じ

ているようで した。天父が生 きておられることを，みた

まが証 しました。そのとき私 は， この世の様々な問題 は

主のご計画の一環であ り，私たちが善 と悪，正 しいこと

と間違 ったこと，喜び と悲 しみを選ぶ うえで大切な役割

を果たすのを知 りました。イエス ・キ リス トはこの世に

降誕 され，今 も生 きてお られること，主 を通して私は自
あがな

分の犯 した過 ちから瞭われることを実感 しました。その

とき，私を導き，主の計画 に沿った正 しい行ないをする

ように励 ます力を感 じました。

私に残 されたこの世でのわずかな年月に，悩んだり，

いらい らしたりして過 ごすのは，なんと愚かなことでし

ょう。私 は温かい家庭に感謝するとともに，家 をきちん

と整えることができるとい う自信が持てました。主は，

私が自分の周 りに小さな日の栄の輪 を作 るのを助けて く

ださると感 じたのです。私の心は，希望 と喜びをもって

新しい人生をスター トしたい とい う情熱に満たされまし

た。家 を掃除 し，植木 の手入れをし，花を植 え，隣人 と

親 しくし，家族 のだれが訪れて来そも歓迎 しようという

気持ちに満たされ ました。

子供 たちは私を必要 として くれています。孫たち，ひ

孫たち，そしてその家族皆が，私 を必要 としているので

す。彼 らは，私の健康 と幸せを願い，私の愛 と勇気を求

めているのです。

神殿 の儀式は終わ りました。私 はこの日，主が くださ

った贈 り物 に心の中で感謝を述べました。 この日，神殿

で受けたみたまをいつも忘れない と約束しました。外 に

出て，私 は立ち止まり，芽を出し始めた木々や花に感謝

の念を抱 きました。我が家でもあんずが花を咲かせてい

ます し，ラッパ水仙 も金色の旗 を振 るかのように私 を迎

えて くれるでしょう。私の心 は家庭や家族，人生，すべ

てのものに対する愛でいっぱいにな りました。私 は余生

を感謝の気持ちで送 り，永遠 にわたる将来の良 き思い出

にしようと静かな決意を固めました。□
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家庭訪問メッセージ

心 を開いて若 い女 性を歓迎 す る

18
歳 の リサ は， 教会 で楽 しそ うに

話 を してい る姉妹 たちか ら離 れ

て立 って い ました。 自分 よ りず っ と年

上 の姉妹 たち ばか りで， 同 じ年代 の人

はい ませ ん。新 し く加 わ った扶助 協 会

は， リサ に とって居 心地 の よい所 で し

ょうか。少 した め らって いた リサ は こ

う考 え ま した。.「来 週 来 る こ とに し よ

う。」 しか し， み た まが 行 くよ う に と

促 し ました。 ドアに近 づ くと， 扶助 協

会 の会 長が リサ を見 つ け，手 を差 し伸

べ ました。 「ま あ， よ う こそ。 来 て く

れて うれ しい わ。 お待 ち して たの よ。」

世界 中 で この よ うな多 くの若 い女 性

が人生 の大 切 な転換 期 を迎 えてい ます 。

これ まで若 い女 性 の プロ グ ラムの 中で

指 導者 と して の技術 を学 び，奉 仕 して

きた姉 妹 たち が これか らは生 涯 ，扶 助

協 会 の姉妹 た ち の輪 に加 わ り， そ の若

い力 と熱意 ，霊 性， そ して信 仰 に基 づ

く決意 に よって奉仕 す るのです 。

扶助 協会 へ の扉 は，大 き く開 か れ て

い な くて はな りませ ん。 モル モ ンの泉

に集 まった弟子 たち の よう に， 私 た ち
あいあい り

も 「相 愛 し相一 致 して そ の心 を結」 び

た い と望 ん で い ます。(モ ー サ ヤ18：

21)私 た ちが 扶 助 協会 へ新 し く入 って

くる姉 妹 た ちの考 えを尊 重 し， 若 い力

を活 用す るな らば，彼 女 た ちは一致 と

愛 を感 じ るこ とで し ょう。

扶助 協会 に若 い姉 妹 た ち を迎 え ると，

彼 女 た ちの活気 や 才能 が どの よ うに反

映 す るで し ょうか 。 どうすれ ば彼 女 た

ち と打 ち解 け られ るで しょうか。
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すべての人を歓迎する

1842年 に最初 の扶 助 協会 が 開か れ た

とき， 年齢 や経 験 の違 い を超 えて あ ら

ゆ る姉 妹 た ちが集 ま りま した。 孫 の い

る人， 母親 ，独 身 の女 性， 十代 後 半 の

若 い姉 妹 な どが互 い に霊 的 な経 験 を分

か ち合 い， 共 に心 の込 もっ た奉 仕 をし

たの です。 その 中 に19歳 のバ ス シバ ・

ス ミス姉妹 が い ま した。60年 後 ， 彼女

は中央 扶助 協会 会長 とな りま した。 こ

の よ うに扶 助協 会 は， そ の創設 以 来，

あ らゆ る女 性 が交 わ り， また互 い に学

び合 え る場 とな って きま した。

現代 の末 日聖徒 で あ るオ クラ ホマ州

ブ ロー ク ンアロ ーの ルー ス ・モー ガ ン

姉 妹 は，扶 助協 会 で過 ご した 日々 を こ

の よ うに語 っ て い ま す。 「私 は独 身 の

ころ少 し内気 で した。 それか ら結婚 し

母 親 とな り， い ろい ろな経 験 を積 み 自

信 が持 て るよ うに な りま した。19歳 の

とき， 大好 きな祖母 の隣 に座 っ て編 み

物 を習 い ま した。 祖母 も一 緒 に習 った

ので す。 … …私 を愛 して お られ る天 父

の こ とや ，道 を示 して くだ さ った救 い

主 の こ とを学 び ました。 また，人 に教

え，愛 を示 し，指 導 し， 従 うこ と も学

び ま した。 こう して 『自分 は天 父 に と

て も愛 され てい る娘 で あ る』 とい う 自

信 を持 った， 扶助 協会 の姉妹 とな った

ので す。」

今 日， 若 い姉 妹 たちが 将来 に備 え る

の を助 け るに は ど う した らよ いで しょ

うか 。

互いに励まし合 う

どの ワー ド部 や支部 で も， 若 い姉 妹

た ち は自分 を愛 して くれ る人 の模 範 か

ら影 響 を受 け ます。 良 い模範 を 目に し

た人 々 は，福 音 に従 い たい とい う気 持

ち にな るの です 。

年齢 の違 い にか かわ らず姉 妹 た ち は，

互 い に助 け励 ま し合 う こ とがで きます。

ご存 じの よ うに， ル ツ とナ オ ミは互 い

に思 い や りを示 し助 け合 い ました。 ま

た， イ エ スの母 マ リヤ は息子 を出産 す

る前 にい とこのエ リサベ ツに助 言 を求

め ました。 ふ た りは互 い に証 を述 べ 合

い ました。 お そ ら く将来 の計 画 を立 て

た ことで し ょう。主 に対 す る若 い マ リ

ヤ の献 身 的 な態 度 は あ らゆ る年代 の姉

妹 た ち の模 範 で す。 「わ た し の魂 は主
すくいぬし

をあ が め， わ た し の霊 は救 主 な る神

をたた え ます。」(ル カ1：46-47)

若 い女 性 か ら扶助 協会 へ移 行 して く

る姉 妹 た ち を皆 さんが歓 迎 し， 互 い に

才能 を伸 ば し， 共 に活動 を楽 しみ， 証

を述 べ合 う よ うにお勧 め します。

扶 助協 会 の活 動 を通 して若 い姉妹 た

ちを励 ます には ど う した らよいで し ょ

うか。 □
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